第20条(退職願・校長副申書)                           
    
                        退　職　に　関　す　る　副　申　書                   
                          
                         　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日
　千葉県教育委員会　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柏市立　　　　　学校
校長　　　　　　　　　　　　　印

年度末退職の場合は１０月の臨時校長会議資料に従って作成する。

　このことについて、下記のとおり副申します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

　１　退職願提出者の職名及び氏名（退職願いの届出日と一致）


　　　職名　　　　　　氏名

　２　退職願提出年月日　　令和　　年　　月　　日   

　３　退職したい年月日及び具体的理由

　　　　令和　　年　　月　　日
　　　　具体的理由
　　　　　＊　講師の退職は「一身上の都合」ではなく具体的理由を詳細に記入する。
　　　　　　　例　・結婚のため・・・・・・・・
[bookmark: _GoBack]　　　　　　　　　・育児のため・・・・・・・・
　　　　　　　　　・○○教諭の出産が予定より早まり、　月　日で産後休暇満了のため
　＊　校長、教頭、教諭等の退職は、「一身上の都合」または「○○行政機関
　　（県立学校を含む）へ異動のため」と記入する。

　４　退職についての意見
　　　　別紙「退職に関する副申書の校長意見記入例」参照，写しを2部添付
                                    　

20(退職に関する副申書の校長意見記入例)

１　産補・育補の退職
（１）　出産日移動
　　　○○教諭の出産予定日は、令和○年○月○日でしたが、令和○年○月○日
　　に出産しましたので、講師○○の産休補助教員としての任期が、令和○年○
　　月○日までとなり、退職はやむを得ないと思います。
　　　○○教諭は、育児休業の申請をする予定ですので、引き続き育休補助教員
　　としての配置方、ご高配くださるようお願いします。
（２）　講師から本採用の場合
　　　本人は、熱心に教育実践に取り組み、保護者からの信頼も厚いものがあり
　　ました。今回採用されることになり、本人の将来を考えたとき、退職はやむ
　　を得ないと思います。
　　　よろしくご承認くださるようお願いします。
（３）　自己都合
　　　本人は、誠意をもって子どもの指導に当たっておりました。
　　　このたび母親の病気看護のため、退職の申し出があり、本校としては誠に
　　残念ですが事情やむを得ないものと思います。
　　　よろしくご承認くださいますようお願いします。
２　一般退職
　　　優れた力量と教育に対する情熱を持った教員であり、生徒からも保護者か
　　らも実に厚い信頼を得ていました。
　　　今回家事に専念するために、退職の申し出があり、事情やむを得ないもの
　　と思います。
　　　よろしくご承認くださいますようお願いします。
３　勧奨退職　
      柏市に○○年、本校で○○年間勤務し、○○に取り組み、その果たした功績は　　　　素晴らしいものがあります。定年退職まで年数があるため、引き止めたが、後進へ道
　を譲りたいとの意志が固いため退職はやむを得ないと考えます。退職後の人生設計も
　しっかりしておりますので、よろしくお取りはからい下さいますようお願いいたしま
　す。
４　行政（県立学校含む）への異動
  　  上記具体的理由のため退職もやむを得ないものと思いますので、よろしくお取りは　　からい下さいますようお願いいたします。

